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北海道有珠r白老地区硫黄鉱床調査報告

斉藤正雄莱五十嵐昭明萱

On　tぬe　Sulp丑旺r　Ore　I）eposits　in　Usu－Sぬiraoi

　　　　Distri亡t，Hokkaid6

　　　　By’
Masao　Sait6＆Teruaki　Igarash1

Abstract

　　In　these　region，ther曼are・many　sulphur　depos圭ts。　The　result　of　the　general　survey　on

the　three　sulphur　deposits　are　summarized　as　fo116ws．

　　　　　　ぐ1）「Orofure　claim　is＄ituated－southeast。of　Mt．Orofure，about900m　above　the　sea－1eveL

　The　sulphur　deposits　are　found　in　the　Neo菖ene　Tertiary　sedi瓜ents　composゑd　of　liparitic　tuff

　and　liparite　intruded　by　the　younger　andesite．　The　dep6sits　are　of　impregnation　and

　sublimation　types，　but　the　grade　of　crude　ore　ranges　from10、to20％in　sulph皿content，

　furthermore　a　large　amount　of　the　ore　reserves　are　not　expected．

2）　Shinsei　mfne　is　situated　about　l　km　northeast6f　Kubonai　stat呈on　on　the，Iburi　Iine。．The

　country，rock　of　this　deposlt　is　composed　of　the　tuffaceous　mudstone　of　Miocene　age，

　The　sulphur　ore　deposit　is　an　i鳳pregn段tion，　replacem，ent・or　sedim，entation　type・　The

　average　grade　o｛the　so－called“gray　ore”　ranges　from30to40％in　sulphur　content，and

　also　shows80％of　sulph肛at　the　so－ca11ed“yellow　ore”．

3）Kitayuねwa　claim　is　situated葺ear　Mt．Orofure，about5km　sout五east　of　Kitayuzawa　station。

　The　basement　in’this　area　consists　of　green　tuff，tuff　bre“cia，sandston6and　sh＆1e　of　Miocene

　age．　Some　sulphur　is　being　subli皿ated　and　deposited　on　the　new　gravel　bed，recognized　in

　the　explosion　crater．　Sulphur　content　of　the　ore　shows　generally工5t645％　and　also

　86．52％at　high　grade　ores，but　the　ore　body　seems　to　be　very　small　in　scale，

　　　　　　　緒　言
　昭和28年5月下旬から6月上旬にかけて胆振国有珠

郡および白老郡の主としてオロフレ山附近の硫黄鉱床を

閲概査した。この地帯の硫黄にういては古くから注目きれ，

かなり探鉱または開発きれている。わが国屈指の硫黄山

である幌別鉱山もオロフレ山の西南5．5kmにあり，ま

．たオロフレ山の北東8kmの白老硫黄山あるいは南東7

kmの登別湯沼の沈澱硫黄等も比較的知られている。今

回の調査は上記のような著名鉱山を除き，その他でや㌧

有望と思われ為オロフレ鉱区・新生鉱山および北湯沢鉱

区について概査したので，こ＼に報告する。これら鉱山

の鉱区は次表の通りである。

鉱　山　名

オロフレ
新 生

北，湯　沢・

’登録、番号

胆振国試登第577号

　〃　第5763号
　〃　第5767号
　〃　第5680号

1鉱種名

硫黄・硫化鉄

硫

〃

黄

鉱 業 権 者

及川徳治（有珠郡批瞥村字幡漢54）

吉竹検次外2（神奈川県鎌倉市乱橋材木座＞

奈良貞次郎（室蘭市海岸町33）

＊北海道支所
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1．トオロフレ鉱区

　1．1　位置および交通

　本鉱区は白老郡白老村敷生川の最上流で，オロラレ山

南東直下の海抜900rα附近に位置する。現地に至るには

胆振線幡漢駅から徒歩南東方に向かい，白水川の南部丘

陵地帯の登山道路を登ることほ買8km一（標高差1，000

m）でオ戸、フレ山の南側背海抜1・100皿附近に至り・こ

れを東下して達する。，なお現在ではオロフレ山ヒュッテ

を通る観光道路が改参れ・翻！温泉一洞爺鯛にノ畝

を通じている。

　1．2開発状況

　本鉱区附近は立地的にきわめて恵まれないため，昭和

16，17年頃にかなり探鉱されたが，開発きれるまでに至

らなかつた。昭和27年12月に現権者が鉱業権を獲得し，

第1坑を開坑してほダ40mの掘進をみている。

　1．3　地形および地質

』本地域の西方に屹立すおオロフレ山（1，230m）は有珠

郡と白老郡をわける北東二南西に走る背梁の一角をなし

ており，これに源を発して東流する敷生川は谷も深く刻

まれ，各所に懸崖を形成して河流も急である。したがつ

て地域附近の山容はかなりの急傾斜をなしている。

　鉱床附近は新第三紀層を貫ぬいた流紋岩熔岩とその火

山砕屑岩類によつて形成きれ，地域の北部はオロフレ山

熔岩により被覆され，ときには岩脈によつて貫搬かれて

いる・河川沿いには・第四紀段丘砂礫層および岩屑の狭

長な分布をみる。

　流紋岩は灰白～帯紅灰色堅緻で石英斑晶（径8卑m！に

達するものがある）が比較的目立ち，漂白きれた斜長石

も散点する。鏡下では斑晶としての石英は破砕または融

蝕され，ときに斜長石の濃集するーことがあり，石基はガ

ラス質または潜晶質でまれに斜畏石あるいは緑泥石が認

められ，しばしば流理構造を呈する。以上から本岩は斜

長流紋岩といえる。本岩中には径2～10cm程度の細粒

砂質団塊を捕獲していることが少なくない。また本岩相

の一部には角礫岩あるいは凝灰岩等の流紋岩質砕屑岩が，

みられる』流紋岩の節理は走向NNWでNEに急斜す

るものが多いようである。

　オロフレ山熔岩は両輝石安山岩からなり，’その噴出は

新期に属すると思われる。かなり新鮮な暗灰色，緻密，

斑状のものでしばしば板状節理を有する。鏡下では斑晶

として斜長石が最も多く，ついで単斜輝石，僅かに斜方

輝石が観察きれ・石基に針状あるい1ま小拍子木状の斜長

石と輝石・緑泥石・磁鉄鉱およびガラスのハイアロピウ

チック石理を示す。
ド
1
． 4鉱床および鉱石

　本鉱区の硫黄鉱床は主として流紋岩中に胚胎するもの

で，現状では，第1坑近縁に比較的大きくみられる鉱染

状部と他の各所にもみられる純硫黄の細脈が一応対象と

なる。このほか鉱床附近には硫化鉄鉱の鉱染や褐鉄鉱の

露頭も少なくないが，品位，鉱量に乏しく，稼行に値す

るものはないようである。第2図に硫黄および硫化鉄鉱

の鉱染状況と硫黄の細脈を示しむが，これと第1坑の坑

内地質・鉱床状況（第3図参照）から，おおよそ本鉱山

20一（508）
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物1分析試料採取箇所

0　　　　　　　　10M

オ・フレ鉱区第1坑地質鉱床図

附近の硫黄と硫化鉄鉱とはNNE－SSWの方向性を有し，

流紋岩の節理の方向とほダ直交するように考えられる。・

また含鉄鉱泉の沈澱によると思われる褐鉄鉱の露頭もこ　P

れらに準ずるようで，本地区全域にわたりNNE－SSW

またはNE－SW性の大きな構造線が想像きれる。第1

坑坑内でみられる断層の方向も同方向に支配きれている

ようである。

　第1坑では硫黄と硫化鉄鉱の鉱染帯はきわめて不規則
F
に
み
ら れ，硫黄品位も概して10％前後で，や＼良好と思

われる箇所でも15％程度である。全露頭部にみられる範

囲内で鉱化作用の及んだと考えられる地域は敷生川に沿

つて延長200m，幅70血で，珪化または粘土化等の憂

質作用がかなり発達している。特に富鉱体と称すべきと

、ころはまだ見当らないが，一応鉱石と』みなきれるべきも

のには灰色鉱・鷹の目硫黄・硫化鉄鉱がある。

　灰色鉱は黄色を帯びた灰色～暗灰色で比較的脆弱のも

のが多い。鷹の目硫黄は鮮黄色～赤黄色半透明結晶の純

硫黄であり，1～5cmとの細脈をなして各所に鉱染硫黄鉱

、21一（509）
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試料番号

No．1
No．2
No．3
No．4
No・．5

No．一6

No．7
No．8

試料採取箇所1
S　 （％）

第1坑坑口から20m　　　　　9．49
　〃　　　　　引立．　　　　　3，89

　〃坑口から28m　　　　14．73
　〃　　　7皿　　　’／α61
第1坑坑口の西南西対岸20m　　7．57

　〃　　　一北西50血　　　　　7，58

　〃　　　　南東150m　　　　　8。61

　〃　　　　東南東対岸40m・　8．56

Sio2（％）

59．42

60．45

50．22

58．56

53．68

58．42

50．80

62．48

Fe（％）

、2．48

3．31

9．01

3．21

7．04

4．66

8．28

3．73

As（％）

0．151

備 考

硫黄q硫化鉄鉱鉱染
硫化鉄鉱鉱染

比較的硫黄鉱染の多い部

硫黄鉱染の少ない部

比較的硫化鉄鉱鉱染の多い部

硫黄・硫化鉄鉱鉱染

』主として硫化鉄鉱鉱染

主として硫黄鉱染，

分析：北海道支所　俳藤聰・「狛武

㌧丈

あるいは硫化鉄鉱を貫ぬいている。硫化鉄鉱は最も普遍
的でときに流紋岩中の砂質由塊中1と濃集することがある’

が，一般には微粒状で璋化帯ある斗・は粘土帯中に不規則

に鉱染きれ，露頭部ではレばしば褐鉄鉱化している。一

，鉱石の組成鉱物年は硫黄・蛋白石・粘土鉱物・硫化鉄

鉱等がみられジ硫黄は不定形の曇り硫黄が多く，蛋白石

はときに蠕虫状構造を示し，硫化鉄鉱はまれに六面体自

形結晶をなして散点することがある。

’鉱石品位は既記の通りきわめて低く，鉱染状部でなお

　　　　　　　　　　　　　　　　　ぢS120％に満たない。採取試料による分析品位は上表の通

りである。

紋岩や両輝石安山岩が擬つて6る。　　＼　　，

　暗灰色凝灰質泥岩は鉱床の母唐をなし，鉱床附近から

長流川にわたつて分布する。『灰青～黒色できわめて軟か

く，層理に乏しいが第2坑坑内では煎150Eの走向を示

し・’40～50。E傾斜している。・この岩層の上部は琉紋岩

質角礫凝灰岩に移化するが，鉱床附近では段丘砂礫層が・

直接この上に載る。

　流紋岩質角礫凝灰岩は同質凝灰岩または流紋岩を挾ん

で，レルコマベツ川から洞爺湖にわたる広大な分布を示一

している。灰緑色を呈し塊状，粗懸で石英粒に富み，諸

2・新生鉱中

　2．1　位置および交通

　本鉱山は有珠郡壮瞥村字久保内にあつて，洞爺湖東岸

の約5km東方に位置する。現地に至るには胆振線久保

内駅から長流川沿いの道路を東へ約1km進み，きらに

、レルコマベツ川沿いに300卑ほど遡つて達する。この川

沿いにはトラック道路が通じているので交通はきわφて

便利である。なおこの位置からL2k単上流の川沿いに
　　　　　　　　　　　　　　　　　Iも鉱床が知られ，旧坑がある。

　2．2開発状況　1　’　　　P　　　

　この附近一帯は昭和16，17年頃明星鉱業により探鉱

きれた。当時の探鉱坑道のなかぞ着鉱したものもあつた

と伝えられるが，旧坑の位置がわがらず，また坑口のみ

られるものも腐朽のため入坑できず，その状況は明らか

でない。昭和27年現鉱業権者が開発に着手し，レルコマ

ベツ川の両岸に探鉱坑避ぞ掘進して現在に至つている。

　2．3　地形および地質

　鉱床附近は，洞爺カルデラの外輪山に源を発して南流

するレルコマベツ川が，長流川に注ぐ合流点に近い標高・

160m程度の段丘地である。

　基盤をなす新第三紀層は暗灰色凝灰質泥岩や流紋岩質

角礫凝灰岩が砂質凝灰岩を挾んで広く分布し，これを流
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処に黄鉄鉱の鉱染がみられる。この岩層は珪化・脱色・

騰石化等の2次的変質作用を広く蒙つているので，原岩

の組織は著しく変化している．　　　　・

’涜紋岩は流紋岩質角礫凝灰岩を覆い，きわめて堅硬で

帯緑淡灰色～灰白色を呈し，斑晶として斜長石および石

英が散点するが，有色鉱物はほどんど認められない。鏡

下において斜長石は自形で長径6mmに及ぶものもあり，

ときに累帯構造を示す。またしばレば緑泥石化，絹雲母

化およびカオリン化している。石英は融蝕されたもので

径8mmにも達するものもある。石基は隠微晶質で，石

英・斜長石・P緑泥石・黄鉄鉱および塵状物からなつてい

る。

　2．4　鉱床および鉱石

　本鉱山の硫黄鉱床は探鉱不充分で，その賦存状況は明

らかでない。現在レルコマベツ川の右岸に第1・第2坑，

左岸に第3・第4・第5坑の各探鉱坑道があり，それぞ

れ畑地の下を掘進しノているが，鉱床のみられるのは第5

坑のみである。

　第1坑は現在坑口崩壊のため取明中で，坑内の状況は・

不明である。現地では，坑口から約10mは砂質凝灰岩

が続き，その先に暗灰色泥岩があり，鉱床はこのなかに

あつて，富鉱体は延長30m，幅10m・厚さ6mまで確

認したといわれる。貯鉱は約60tあるが，鉱石の大部分

は灰黄色を示し均質である。貯鉱のなかで鼠色を示すも

のは大部分暗灰色泥岩で硫黄品位に乏しく，鉱石とはい

、難い。“

　第2坑は第1坑の70m下流にあり，暗灰色泥岩・流

紋岩質凝灰岩等の新第三紀層を約30m掘進しているが，

鉱床にはあたつていない。

　第3坑・第4坑はいずれも暗灰色泥岩のなかを掘進し

ているが，鉱床はまつたくみられない。

　第5坑は第攻坑のほダ対岸で，土砂崩れの露頭に坑口

を着けたばかりである。表土の下に約3mの段丘砂礫層

があり，その下部に暗灰色泥岩がほダ水平1こあつて，鉱

床はこの泥岩層の層理に10～30cmの厚きで縞状にみら

れる。鉱石は均質な粘土質で黄色～灰黄色を示すものと

鼠色の部分とがある。鉱石品位は黄色のものでは，S80

％前後を示すが，鼠色のものではS30～40％程度のよう

である。

　この鉱床位置から約L2km上流に滝の下鉱床と呼ば

れる硫黄鉱床がある。川底に露頭がみられ，流紋岩質角

礫凝灰岩に純硫黄（鷹の目）の細脈や鉱染が認められる。

川を挾んで3つの旧坑があるが，いずれも入坑できず内

部の状況は明らかでない。しかし研捨場には鷹の目硫黄

や，鉱染した鉱石がかなりみられるので，あるいは稼行
の対象になる鉱床の存在も予想きれる。

3．北湯沢鉱区

　3．1　位置および交通

　本鉱区は胆振国有珠郡大滝村（旧徳舜瞥村）字北湯沢に

あり，鉱床はオロフレ山の北方ほダ3．5kmで長流川の

支流門前川上流の海抜550～660m附近に位置する。現

地に至るには胆振線北湯沢駅から東南東門前川沿いにほ

ぼ4kmの三股まではトラック道路が通じ，それから徒

歩で1k卑位南下すればよい。

　3．2開発状況『

　本地区の硫黄鉱床はすでに昭和10年前後に明星鉱業の

，手でかなり探鉱され，現在当時の旧坑もみられるが，鉱

体を発見しないまま放棄きれていたる昭和26年春に現権

者は上記旧坑からほ皮200m上流西岸に沈澱性の優秀な

露頭を探りあて，現在までに数10．mの坑道掘進によら

少量ながら優良鉱石を貯鉱している。

　3．3　地形および地質

　鉱床賦存地域は径500m程度の小カルデラ地形をなし，、

．旧坑も新露頭もこのなかに含まれる。

　地質の基盤は新第三紀層の緑色凝灰岩・砂岩および角

礫凝灰岩を主とする黒色頁岩の爽みからなり，これぢを

幡漢熔岩が被覆している。ざらに本熔岩の押し出し状砂．

礫層が特にカルデラ内に発達している。

　蠕漢熔岩は両輝石安由岩からなり，暗灰色堅緻で斑状

構造をなし，鏡下において単斜輝石が最も多く，ついで

斜長石，僅かに斜方輝石が観察される。石基は小針状な

『いし拍子木状の卸長石と，粒状もしくは柱状の単斜・，斜

方輝石および微粒状磁鉄鉱との散在するピロタキシチッ

ク石理を示している。

　3．4　鉱床および鉱石

　新露頭附近の鉱床はほ冥10mの延長と探鉱坑道によ

る奥行81n程度より知られないため，また本鉱床の規模

や形を明らかにし得ない。しかしお法よそ本地区の硫黄

鉱床は新第三紀黒色頁岩の上部の押し出し状の安山岩塊

を多く含んだ砂礫層中にあり，僅かに黒色頁岩中にも昇

華硫黄がみられる。砂礫層中のものは不規則な沈澱状を

呈し，本露頭の西側カルデラ内上部の状況を確かめるこ

とはできなかつたが，おそらく上部から流れ出した硫黄

泉が砂礫層中に滲透し，安山岩塊の周辺を皮殼状に取り

巻いて沈澱するか聞隙の砂・凝灰岩を交代沈澱したもの

と考えられる。とき．には下部の頁岩をぬいてこの部に昇

華していることもある。安山岩塊は概して変質を免れて

いるが，しばしば漂白化作用あるいは蛋白石化作用を受

けていることがある。下部の頁岩と上部の砂礫層の接す

る部には20～30cmの厚きの青色粘土がある。

　鉱石の組成鉱物どして硫黄・蛋白石・粘土鉱物がある
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が，硫化鉄鉱および明磐石は見当らない。P

　鉱石品位は試料の採取方法によつてまちまちである。

すなわち安山岩塊の周辺に皮殻状をなしているも2は最

も優良で純硫黄に近く，砂・礫・凝灰岩を交代せしめた

ものでは必然的にその程度によつてかなりの差異が認め

られる。採取試料による分析結果は次の通りである。

試料
番号

No．18

No．19

No．20

試料採
取箇所
第1坑坑
口附近

第1坑前、
露頭

第1、坑坑
内中央部

S
（％）

86．52

15．21

42．53

SlO2
　（％）

10．00

56．66

42．10

Fe
（％）

0．21

2，69

5．28

備 考

1）　オロフレ鉱区

結　　言、

皮殼状沈澱

砂・粘土中に
鉱染

砂・礫・凝灰岩

中に交代沈澱

鉱床けNE－SWの構造に支配きれる鉱染および純硫

黄の細脈としてみられるが，規模，品位とも満足すべき

ものがなく，また立地的にも恵まれないので開発は困難

である。．現在第1坑では’S10数％の鉱体にあたつてい

るが，その附近は構造的にかなり錯乱して品位も不同で

あり，これよりWSW方向の河辺にも相当の鉱染がみ

られるが，果して開発に値する鉱体が存在するかどうか

は疑問である。また探鉱坑道予定位置（分析No．51No．8

参照）の露頭部における品位は擬して低いので現状では

掘進すべきでない。なおまた各所に細脈をなす純硫黄は

量的に稼行の対象になちない。

　・2）新生鉱山

　探鉱が進んでいないので，鉱床の賦存状況は明らかで

ないが，第5坑の状況から推して，新第三紀層の暗灰色

泥岩中に1その層理に沿つて鉱染および沈澱状をなして　～

胚胎する鉱床と思われる。しかし，他の坑内の暗灰色泥

岩には硫黄分がまつたく認められないので鉱量は期待で

きない。したがつて第5坑を延長して採鉱しながら鉱床

賦存範囲を早急に把握す為とともに，第1坑の取明けを

平行的1弓行うべきであろう。滝の下鉱床では，右岸の旧

坑が流紋岩質角礫凝灰岩と，これを覆う流紋岩の境界を

70m掘進して着鉱したといわれている。あるいはそこ

に流紋岩を帽岩とする鉱染鉱床の賦存も予想きれるので

余力があれば取明けの価値餌あろう・

　3）　北湯沢鉱区

　鉱床は小カルデラ内の砂・礫・凝灰岩中に不規則に沈

澱したものと硫気ガスによる昇華硫黄なので，カルデラ

内の探鉱結果をまたなければ鉱床規模は不明である。現

在第1坑では品位に不同はあるが，かなりの鉱床の賦存

が確かめられた。。今後はきらに第1坑地並の西向き掘進

とともに地表部の西方に拡がる低地帯を探査すべきで現

在のままでは多少の優良鉱の出鉱は望めても多くを期待

することは困難である。　　　（昭和28年6，月調査）

、
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